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ねらいを定めて

'93 ９
月

８月24日、第 ５回国 見町老人 クラブ連合会運

動 会が、町民体育館で 行われ ました。

国 見町老 人クラブ連合 会（ 斎藤正美会長） 主

催に よ る運動 会に は 、単 位老 人 クラブ ごとに10

名で編 成された、18チームが参加しまし た。

趣向をこらした ４種目の競技で、 得点が争わ

れ。塚野目老人 クラブが、優勝し ました。



豊
か
な
老
後
に
向
け
て

国
見
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
を
策
定

私
た
ち
の

町
に
は
、
六
十
五

歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
、
四
月
一
日
現
在
で
、
二
千
二

百
八
十

二
人
い
ま
す

。

高
齢

者
の
割

合
は
、
町
全
人
口
の
約
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
、
し
か
も
、
高
齢
者

の
比
率
は

、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

町
で

は
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
人
生
八

十
年

時
代

に
ふ

さ
わ
し
い
、
新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

、
平
成
五
年
度
を
初
年

度

に
平
成

十
一

年
度
を
目
樔
年
度
と
す

る
「
国
見
町
老
人
保
健
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の

計
画
は
、
国
の
「

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
」
（

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）
を
基

に

、
国

見
町
の

実
情
に
合
わ
せ
た
高
齢
者
の
保
健
福
祉
の
総
合
指
針
と
し
て
つ

く
ら
れ
た
も
の

で
す

。
今
回

は
、
国

見
町
老
人
保
健
福

祉
計
画
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て

計
画
策
定
体
制

国
見
町

に
お
い
て

は
、
計
画
策

定
の
た
め
、
関
係
係
長
レ

ベ
ル
で

構
成
す
る

「
国
見
町
老
人
保
健
福

祉
計
画
策
定
検
討
会
」
、
関
係
課

長
で
構
成
す
る

『
国
見
町
企
画
剥

整
会
議
（
計
画
策
定
委
員
会
）

で

原
案
を
検
討
。
さ
ら
に
、
国
見

町
振
興
計
画
審
議
会

条
例
に
基
づ

く
「
国
見
町
振
興
計
両

審
議
会
」

に
諮
問
。
審
議
会
で
は
、

『
保
健

福

祉
部
会

』
で
審
議
を
璽
ね
、
四

月
二
十
六
日
、
町
長
に
答
申
し
た

も
の
で

す
。

基
礎
調

査
を
実
施

計
画
策
定
に
当

た

り
て

は
、
実

態
に
即
し
、
実
効
的

な
計

画
と
な

る
よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
に
よ

る
在
宅
商
齢
者
保
健
福
祉
基
礎
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ

の
調
査
は
。
平
成
四
年
三
月

一
日
現
在

、
町
内

に
居
住
す
る
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

罕
成
四
年
五
月
か
ら
七
月
の
間

に

行

っ
た
も
の
で
、
寝
た
き
り
老
人

及

び
痴
呆
性
老
人
に
つ

い
て
は
、

保
健
婦

や
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
に

よ
る
面
接
聞
き
取
り
岡
査
、
虚
弱

老
人
及

び
そ
の
他
の
高
齢
者
は
、

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
訪
問

回
収
に
よ
り

、
で
き
る
限
り
多
く

の
方

の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も

に
。
意
見
や
要
望
も
取
り
入
れ
る

よ
う

努
め
ま
し

た
。

ま
た
、
国
勢

調
査

や
様
々
な

デ

ー
タ
を
集
収
分
析

す
る
こ
と
に
よ

り
。
将
来
の
対
応
を
見
据
え
た
計

画
と
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。

計
画
の
重
点

在
宅
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

全
国
に
先
行
し
て
進
行
し
て
い

る
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、
将

来
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
在
宅

保

健
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
基
盤
的
な
事

業
の
量
的
・
質
的
な
拡
充
か

。
進

め
ら

れ
ま
す
。

こ

れ
は
、
基
礎
調
査
の
結
果
。

多
く
の
高
齢
者
の
望
み
で
あ
る
、

在
宅
で
の
生
活
を
実
硯
で
き
る
よ

う

。
個
々
の
高
齢
者
の
状
況
に
応

じ

た
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
総

合
的

’
体
系
的
に
提
供
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
在
宅
福
祉

の

三
本
柱
と

い
わ
れ
る
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ

ー
ビ
ス
、

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、

シ

。
－

ト
ス
テ
ィ
事
業
に
つ
い
て

重
点
的
に
整
備
す
る
よ
う
に
な
っ

て

い
ま
す
。

※
在
宅
福
祉
三
本
柱

○
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は

老
衰
や
心
身
の
障
害
等
の
た
め
に
、

日
常
の
生
活
に
支
障
の
あ
る
高
齢
膏
の

い
る
家
庭
に
対
し
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
を
派
遣
し
て
、
食
事
や
入
浴
等
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
及
び
掃
除
や
買
い
物
等
の

家
事
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の
で
す
．

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は

在
宅
の
虚
弱
老
人
等
を
日
帰
り
で
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
所
さ
せ
、

生
活
指
導
、
日
常
助
作
訓
練
、
入
浴
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
も
の
で

す
。

○

シ
ョ

ー
ト

ス
テ
イ
と
は

寝
た
き
り
老
人
等
の
介
護
者
が
痢
気

や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
の
た
め
一
時
的

に
介
綬
で
き
な
い
場
合
。
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
ま
た
は
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
短
期
入
所
さ
せ
る
も
の
で
す
。

健

康

づ

く

り

こ
の

計
画
で
は
、
老
人
の
福
祉

対
策

ば
か
り
で
な
く
、
継
康
増
進

や
成
人
病
予
防
を
内

容
と
し

た
一

般
健
康
教
育
の
ほ
か
、
壮
年
期

、

向
老
期
、
要
介
護
考

を
抱
え
る
年

代
な
ど
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
疾

病
別
に
、
多
様

な
対
象
者
。
テ

ー

マ
を
設
定
し

た
健
康
教
育
に
も
重

点
を
置

い
て

い
ま
す

。

ま

た
、
健
康
相
鮫
や
健
康
診
査

の
充
実
も
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
。
寝
た
き
り
老
人

ゼ
ロ

作
戦
の
展
開
な
ど
、
健
康
づ
く
り

の
き

め
細
か
な
対
策
か
盛
り
込
ま

れ
て

い
ま
す
。



施
設

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者

が
で
き
る
限
り
。
住
み

慣

れ
た
地
城
で
生
活

が
営
め
る
よ

う

、
在

宅
に
お
け
る
保
健
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
基
本
と
し

、
こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
拠
点

と
し

て
・

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

整
伽
充
実
か
図
ら
れ
ま
す
。

ま
た

。
心
身
の
障
害
や
、
家
族

の
介
護
状
況
な
ど
に
よ
り
、
家
庭

で
の
生
活

が
困
雛
な
ケ

ー
ス
も

増

加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ

れ

ら
の
施
設
ニ

ー
ズ
に
も
的
確
に
対

応
す
る
た
め
。
広
城
的
に
調
姥

を

図
り
つ
つ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
及
び
、
老
人
保
健
施
設
な
ど

の
整
備
の
促
進
か
図
ら
れ
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で

高
齢
者
の
支
援
を

この笑顔いつまでも

民
間
活
動
の
育
成
と
支
援

保
継
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
円
榊
な

推
進
を
図

る
た
め
に

。
社
会
福
祉

協

議
会
活
動

へ
の
支
援
と
強
化
、

そ
し
て

、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
民
間

団
体
な
ど
の
活
動
の
一
屑
の
促
進

を
図

っ
て

い
き
ま
す
。

生
き
が
い
対
策

一
人
生
八
十
年
時
代
」
の
到
来

に
よ

る
生
涯
生
活
時
間
の
長
期
化

を
踏
ま
え

、
長

い
高
齢
期
を
生
き

生
き
と
充
実
し

た
も
の
に
す
る
た

め
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す

る
な
ど
、
多
様
な
生
き
か

い
対

策
を
推
進
し
て

い
く
必
要
か
あ
り

ま
す

。

こ
の

た
め
。
老
人
ク
ラ

ブ
活
動

を
積
極
的

に
支
援
し
て

い
く
ほ
か
、

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
扱
興
を
図

る
な
ど
、
生

き
が
い
対
策
を
推
進

し
て

い
き
ま
す
。

高
齢
者
生
活

総
合
支
援
シ
ス
テ
ム

今

後
の
高
齢
者
保
健
福
祉
対
策

の
あ
り
方
を
踏
ま
え
、
老
人
保
健

福
祉
計
画
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
、
高
齢
者
生
活
総
合
支
援
シ

ス
テ

ム
の
脾
築
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
生
活
支
援
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
る
高
齢
者
等
の

実
態
・

ニ
ー

ズ
の
把
握
。
及
び
。

自
立
生
活
へ
の
支
援
活
動
の
展
開

を
行
う
と
と
も
に
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
る
高

齢
者
ニ

ー
ズ
へ
の
適
切
な
対
応

に

よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で

高
齢
者
の

自
立
、
安
心
で
き
る
生
活
を
支
援

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

。

（
ド
図
の
と
お
り
）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町

づ

く

り

国
見
町
で
は
。

『
子
供
か
ら

お

年
寄
り
ま
で

、
み
ん
な
か
健

康
で

安
心
し
て
幕

ら
せ

る
町
づ
く
り
』

を
進
め
て

い
ま
す

。

今
後

は
。
「
国

見
町
老
人
保
健

福
祉
計
画
」
に
沿

い
、
在
宅
保
健

福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
は
じ
め
。

高
齢
者
福
祉
、
身
障
者
福
祉
な
ど

の
諸
施
策
を
よ
り
一
屑
積
極
的
に

展
開
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
備

え
た
、
文
化

・
福
祉
総
合
施

設
で

あ
る
「
観

月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
」

も
間
も
な
く
完

成
し
、
地
城
の
高

齢
者
の
社
会
参
加
、
生
き
か
い
活

動
の
場
を
提
供
す
る
地
域

福
祉
の

拠
点
と
し
て
も
活
用

さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

今
、
国
見
町
は
、
総
合

的
な
福

祉
社
会
に
向
け
て
、
新

た
な
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。

国 見町 高齢者生 活総合 支援 システ ム



平
成
五
年
度

国
見
町
の
重
点
事
業

⑥

今

回
第
六

回
目

は
、
伊
達

郡
九
町
で
組
織
運
営
す

る
伊
達
地

方

衛
生
処
理
組
合

に
お
い
て

、
新
た

に
建
般
を
進
め
て
い
る
ご

み

焼
却
施
設

に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

新
ご
み

焼
却
施
設
は
、
現
在
あ
る
ご
み

焼
却
施
設
が
、
老
朽

化

し
た
た

め
、
更

に
、
増
え
続
け
る
ご
み
処
理
に
適
切
に
対
応

す

る
た
め
に
、
平

成
三
年
度
か
ら
平
成
六
年
度
ま
で
の
四
ヵ

年

の
継

続
事
業
と
し
て
建
設

を
進
め
て

い
る

も
の
で
す

。

願調に娘llが亶 むごみ焼却施X殳

増
え
続

け
る
ご
み

現
在
、
日
本
全
国
の
家
庭

な
ど

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み

の
量

は
、

一
日
約
十
三
万
七
千
ト

ン
、
一
年

間
で
は
、
お
よ
そ
五
千
万
ト

ン
に

も
の

ぼ
る
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
。
東
京

ド
ー
ム
約

む
三

十
五
杯

分
に
当

た
り
ま
す
。

し
か

も
、
ご
み
の
量
は
、
経
済

活
動

の
活

発
化
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
等
に
伴

い
、
年
々
増
加

す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

伊
達
郡

九
町
で
組
織
運
営
す
る

（
し
尿

に
つ
い
て
は
、
一
部
福
鳥

市
も
入

る
。
）
伊
達
地
方
衛
生
処

理
組
合
に

お
い
て
も
、

ご
み
の
量

は
、
年

々
増
加
し
続
け
、
平
成
四

年
度
の
全
体
の
最
は
、
三
万
三
千

七
百
五
十
三
ト
ン
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
量
は
、
組
合
が
処
理
事
業

を
開
始
し

た
昭
和
五
十
一
年
当
時

と
比
較
す

る
と
、
二
・
七
倍
に
も

な

っ
て

い
ま
す
。

（
川
俣
、
飯
野

町
は
、
昭
和
六
十
年
度
よ
り
加
入
。）

こ
の
内
、
国
見
町
の
分
に
つ
い

て
み
る
と
。
平
成
四
年
度
の
ご
み

の
量
は
。

二
千
一
二
百
五
十
ニ

ト
ン

で

、
昭
和

五
十
一
年
当
時

の

Ｉ
・

八
倍
に
潼
し

て
い
ま
す

。
（
ご
み

の
最

は
。
町
か
委
託

収
集
し
て

い

る
可
燃

ご
み
、
不
燃

ご
み
、
粗
大

ご
み
の
合
計
で
す
。
）

新
ご
み
焼
却
施
般
を
建
設

増
加
し
続
け
る

ご
み
処
理
に
。

今
後
も
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
で
は
、

老
朽
化
し
た
現
有
施
設
に
替
え
、

平
成
三
年
度
か
ら
平
成
六
年
度
ま

で
の
四
ヵ
年
の
継
続
事
業
に
よ
り
。

保
原
町
大
字
西
新
田
地
内

（
現
在

あ
る
施
設
の
隣
）
に
、
斬
施
設
を

建
設
し
て

い
ま
す
。

建

設
Ｅ
事
は
、
平
成
三
年
度
の

着
ｔ
以
来
。
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

平
成

七
年
度
供
用
開
始
に
向
け
、

現
在

急
ピ

″
チ
で

建
設
か
進
め
ら

れ
て

い
る
と
こ

ろ
で
す

。

平
成
五
年
七
月
末
現
在
の
工
事

の
進
行
状
況
は
、
約
五
十

パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。

建

般

費

と

財

源

ご
み
焼
却
施
設
建
設
の
総
事
業

費

は
、
五
十
五
億
千
五
百
万
円
で

す
。財

源
に
っ
き
ま
し
て
は
、
国
庫

補
助
金

が
六
億
五
百
六
十
二
万
三

千
円
、
起
債

が
一
て
十
九
億
七
１

七

百
五
十
万
円
、
一
般
財
源

は
九
億

三
千
百
八
十
七
万

七
千
円

と
な

っ

て

い
ま
す
。

一
般
財
源
の
う
ち
、
四
億
二
千

五
百
四
十
三
万
円

を
伊
達

郡
九
町

で
負
担
し
ま
す

。

負
担
金
は
、
平

成
五
、
六
年
度

の
二
ヵ

年
に
分
け

ら
れ
て

お
り
、

ご
み
の
収
集
実
績

割
と
平

等
割
と

で
定
め
ら
れ
ま

す
。

国
見
町
の
平

成
五
年
度

の
負
担

金
は
、

ご
み
収
集
実
績
割

が
全
体

の
七
・
九
四
パ
ー
セ
ン
ト

の
千
五

百
七
十
四
万
円
、
平

等
割

が
二
百

四
十
四
万
五
千
円
、
合
計
千

八
百

十
八
万
五
千

円
と
な

。
て
い
ま
す

。

平
成
六
年
度
の
負
担

金
は
、
合

計
で
約
千
七
百
二
十
五
万
五
千
円

の
予
定
で
す
。

な
お
、
建
設
工
事
の

た
め
の
元

利
償
還
金
に
つ
い
て
は
、
五
十

パ

ー
セ
ン
ト
か

地
方
交
付
税
で
措
置

さ
れ
ま
す
。

○
次
号
で
は
、
平
成
五
、
六
年
度

の
継
続
事
業
で
山
崎
字
南
古
舘

。

通
称
源
宗
山
地
内

に
建
設
す

る
源

宗
山
配
水
池
建
設
事
業
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

ご み焼 却 施 設 整 備計 画
１。施設規模50t /  1 問　炉×３炉　計150t /16 時問

２．炉 形 式 准連続燃焼式ストーカー炉

３．事夐年度　平成3.4.5.6年度( ４ヵ年継続)

４．事 業 費

Ⅲ総事業費　　　　5.5  . 円

ぼ･財源内訳

国庫補助金　　　605.6  ･ 円

起　　 價'3,977,500,(X)0 円

一 髪 財 灘　　　931.  7.0  側円

(内各町負綴金　4  ,  430.0  門

国見町の貪柤金( 平成5.･年度合計廴約35,4･① .000円



活
性
化
セ
ン
タ
ー
が

完
　
　

成
新しい幸節保育所で学ぶ幼児たち

農
林
省
の
補
助
を
受
け
て

、
建

設
費
一
億
三
千

百
十
五
万
円
で
、

西
大
枝
宇
王
壇
前
地
内

に
建
設
を

進
め
て
い
た
国
見
東
部
高
齢
者
等

活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
、
予
定
よ
り

も
早
く
完
成
し
、
八
月
三

卜
口
‥
、

現
地
に
お
い
て
引

渡
式
か

行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
翌

三
十

一
日
に

は
、
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の

一
般
公

開
か
行
わ
れ
ま
し

た
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
正
式

な
使

用
に
つ
い
て

は
、
使
用
に
関
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
、
備
品
か
整
備

さ
れ
た
後
に
な
り
ま
す
か

、
九
月

一
日
か
ら
、
大
枝
季

節
保
育
所

と

し
て
仮
使
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

平
成
五

二
（

年
度
の
継
続
事
業

で
建
設
さ
れ
る
多
目
的
ホ
ー
ル
（
体

育
館
）

に
つ
い
て
も
、
入
札
を
終

え
、
着

々
と
進
行
し
て

い
ま
す
。

ロ
バ
ー
ト
で
す

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ロバート先生

ウ

す
Ｉ

カ
ー
先
生
の
後
任
と
し

て
、
今
年
の
八
月

か
ら
来
年
の
七

月
ま
で

、
英

語
指
導
助
手
と
し
て
、

県
北
中
学
校
で
英
語
指
導
に
当

た

る
ロ
バ
ー
ト

ー
ウ
イ
リ
ア

ム
・

ベ

ン
ダ
ー
先
生
が
着
任
し
ま
し

た
。

ロ

バ
ー
ト

先
生
は
、
英
国
イ

ン

グ
ラ
ン
ド

ー
ス
ト

ー
ク
市
の
出
身

で
、
（

ツ
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
ポ
リ
イ

人
学
化
学
科
の
卒
業
で
す

。

本
年
度
か
ら
は
、
岡

見
町
の
単

独
招
致
と
な
り
ま
し
た
の
で

、
密

度
の
濃

い
英
語
指
導
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
着
任
前
の
二
年
間
、
塩

川
町
に
滞
在
し
て
お
り

、
日
本
語

も
話
せ
ま
す
。

買

い
物
先
な
ど
で
見
か
け

た
時

は
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ

い
。

人
権
擁
護
委
員
に

牧
野
武
夫
さ
ん

八
月
二
十
三
日
、
役
場

町
長
室

に

お
い
て
、
牧
野
武
夫
さ
ん
（
藤

田
宇
日
渡
一
三

七
－

二
）

に
、
人

権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し

た
。

伝
達
式
は
、
牧
野
さ
ん
か
、
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
貝

を
委

嘱

さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

牧
野
さ
ん
は
、
今
回
か
三
期
目

（
任
期
『

一
年
』
と
な
り
ま
す
。

富永町長より委嘱状が伝達される

成
分
献
血
に

3
0人
が
協
力

八
月
二
十
三
日
、
国
見
町
福
祉

セ
ン
タ

ー
老
人
子
ど
も
室
を
会
場

と
し
べ

成
分
献
血
（

オ
ー
ブ
ン

採
血
）
を
行

い
、
3
0人
（
申

込
者

は
3
1人
）
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
・

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同

・
敬
称
略
）

こ

般
協
力
》

高

橋

勝

笑

斎

藤
　
正

範

谷

津

隆

幸

木
　
谷

徳

好

佐

藤
　
ひ
ろ
み

斎

藤

規

誰

《
朽
木
繊
維
）

朽

木

好

秋

《
東
栄
電
機
）

佐

藤

幸

輔

（
コ
ー
プ
マ
ー
ト
国
見
）

肺

沢

ア
サ
子

本

間
　
　

都

（
国

見
町
商
工
会
）

縋

水

正

春

松

浦

惣
　
一

占
　
川

と
き
子

佐
久
間
　
ッ
ヤ
子

《

国

見

町

役

場

）

古
　
田

義

勝

羽

根

洋
　
一

武
　
田

正

裕

武
　
田

幹

夫

松

浦

幸

雄

渡
　
辺

和

己

佐

藤

克

成

菊

地

弘

筴

八

卷

忠

義

引

地

山

則

鈴

木

哲

皀

後

藤

登
笑
子

伶

藤

和

夫

宍
　
戸

惑

寿

菅

野

信

朗

八
年
連
続
個
人
県
民
税

収
納
成
績
優
良
町
村

国
見
町
は
、
平
成
四
年
度

の
偶

人
県
民
税
収
納
成
績
優

良
町
村

と

し
て
、
福
島
県
知
事
か
ら
感

謝
状

と
盾
が
贈

ら
れ
ま
し

た
。

ま
た
、
泉

田
下
納
税
貯
蓄
組
合

は
、
県
自

動
車
脱
の
納
期
内
完
納

に
よ
り
、
福
鳥

県
税
事
務
所
長
か

ら
感
謝
状
と
記
念
品
か
贈
ら

れ
ま

し
た
。

感
謝
状
の
伝
達
式
は
、
八
月
四

日
、
役
場
町
長
室
で
行
わ
れ
、
山

口
恒
雄
福
島
県
脱
事
務
所
畏

か
ら

冨
永
武
夫
町
長
と
佐
々
木
義
蔵

町

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長

に
感

謝

状
と
記
念
の
盾
が
、
阿
部
三

義
泉

田
下
納
税
貯
蓄
組
合
長
に
、
感
謝

状
と
記
念
品
か
、
そ
れ
ぞ
れ
手
渡

さ
れ
ま
し

た
。

国
見
町

が
優
良
町
村

に
選
ば
れ

た
の
は
、
今
年
で
八
年
連
続
で

す
。

町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
納

税
貯
蓄
組
合
長
さ
ん
の
税
に
対
す

る
深

い
ご
理
解
と
、

ご
協
力
に
よ

る
も
の
で

あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す

。

県税寥務所長から名鰍状と盾が贈られる



躍
動
す
る
県
北
中
学
校

中
体
連
大
会
な
ど
で
活
躍

涼

し
い
夏

、
雨

降
り
続
き
の
夏

で
し
た
が
、
県
北
中
学
校
（

斎
藤

一
哉
校
長
）
で
は

、
ホ
ッ

ト
な
ニ

ュ
ー
ス
に
沸
き
ま
し
た
。

福

島
県
中
体
連
大

会
陸
上
競
技
大
会
に
お

い
て
、
県
北
中
学
校
は
、
郡
内
で
は
初
め
て
と
い

う
男
子
総
合
四

位
入
賞
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た

。

ま
た
、
福
島
県
中

体
連
大
会
総
合
体
育
大
会
に
お

い
て
も
、
軟
式
野
球
部
が
ベ
ス
ト
エ
イ
ト

に
残
る
な
ど

、
各
種
大
会
に
お
い
て

好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
吹
奏
楽
部
は
、
福
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
北
大
会
に
お
い
て
金
賞
を
獲
得
し

、

県
大
会
に
出
場
、
見
事
銅
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ふ
く
し

ま

国

体
へ

の

ホ

ー
プ

渡辺智徳君（３年）

伊
達
地
区
巾
体
連
大
会
に
お
い
て
、

百
ｍ
、
二
百
ｍ
の
二
種
目
で
、
大
会
新

記
録
を
樹
立
し
優
勝
、
県
大
会
で
も
、

ａ
ｍ
で
二
位
に
入
賞
、
東
北
中
学
選
手

権
陸
上
競
技
大
会
に
出
場
し
．
決
勝
進

出
六
位
入
賞
を
果
た
し
た
．

ま
た
、
全
国
通
信
陸
上
晩
技
大
会
福

鳥
県
大
会
に
お
い
て
、
百
ｍ
．
二
百
ｍ

の
二
種
目
と
も
標
準
記
録
を
突
破
し
、

全
国
大
会
に
出
場
し
た
．

野
球
郎
の
レ
ギ

ご
フ
ー
で
も
あ
り
、

一
番
打
青
と
し
て
駿
足
を
生
か
し
、
県

大
会

ベ
ス
ト
エ
イ
ト
入
り
の
源
動
力
と

な
る
．

古川智之君（３年）

伊
達
地
区
中
体
連
大
会
に
お
い
て
、

四
百
ｍ
で
大
会
新
記
録
を
樹
立
し
優
勝

、

県
大
会
へ
出
場
し
、
堂

々
三
位
に
入
賞

、

東
北
中
学
選
手
横
陸
上
競
技
大
会

に
出

場
し
、
決
勝
進
出
七
位

と
な
る
。

バ
ス
ケ
ｙ
ト
ボ
ー
ル
郭
の
キ
ャ
プ
テ

ン
も
務
め
る
．

佐藤康成君（ ２年）

伊
達
地
区
中
体
連
大
会
に
お
い
て
。

二
午
百
ｍ
に
お
い
て
、
新
記
録
を
マ
ー

ク
し
優
勝
、
県
人
会
に
お
い
て
見
事
二

位
に
人
賞
し
、
東
北
巾
学
選
手
権
陸
上

競
技
大
会
に
出
場
し
た
。

野
球
部
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
も
あ
り
、

レ
フ
ト
を
守
る
。

中
体
連
大
会
な
ど
に

お
け
る
輝
か
し
い
成
績

（

敬

称

略

）

（
伊
達
地
区
中
体
迎
大
会
》

〇
陸
上
競
技
大
会
｛
５
月
2
6
卩
｝

・
男
子
総
合

第
二
位

・
一
　

位
（
県
大
会
出
場
権
獲
得
）

○
印
は
大
会
新
記
録

二
年
百
ｍ
　
　

Ｏ

佐
藤
康
成

二
午
百
ｍ
　
　

Ｏ

渡
辺
Ｗ

徳

共
通
二
百
ｍ
　

Ｏ

渡
辺
智
徳

共
通
四
百
ｍ
　

Ｑ

古
川
智
之

共
一通
八
百
ｍ
　
　

大
沼
哲
也

共
通
百
ｍ
（

Ｉ
ド
ル
　

古
田
雅
俊

共
通
八
百
ｍ

リ
レ
ー
○
八
島
．
人

沼
．
古
川
、
渡

辺
、
奥
山
、
佐
藤

一
年
百
ｍ
　
　
　

俺
藤
友

笑

共
通
砲
丸
投

げ
　

宍
戸
智
笑

共
通
三
磧
Ｂ
　
　

斎
移
友
喜

・
二
　

位

共
通
二
百
ｍ
　
　

佐
藤
噺
成

共
通
百
ｍ
（

Ｉ
ド
ル
　
奥
山
明
典

共
通
Ｅ
樟
Ａ
　
　

阿
部
夏
樹

・
．二

位

共
通
八
百
ｍ
　
　

一
条

聡

共
通
棒
高
跳
び
　

八
鳥
隆
記

低
学
年
川
百
ｍ
リ
レ
ー

共
通
走
高
眺
ぴ
　

村
上
桧
美

○
総
合
体
育
人
会

（
６
月
1
0
。
１１
口

）

・
優
勝

男
子

バ
ス
ケ

。
ト
ポ
ー
ル

・
準
優
勝

ｍ
″
子
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス

・
三

位

歓
式
野
球

ｌ

子
剣

道

女
７
。
剣
通

男
・予
乗

道

〔

個

人

の

部

〕

・
優

勝

柔
道
軽
量
級
　
　

徳
江
正
文

卓
球
シ
ン
グ
ル
ス

斎
藤
友
喜

・
準
優
勝

柔
道
中
軽
一

級
　

佐
藤
雄
介

卓

球
シ
ン
グ
ル
ス
　

三
木
邨
絵

剣
道
二
年
　
　
　

高
橋
理
恵

柔
道
重
廬
級
　
　

宍
戸
智
美

こ
二

位

ソ
フ
ト
テ
‘一
ス

志
村
・
奥
山
組

柔
道
軽
一

級
　
　

筏
藤
賢
一

柔
道
中
軽
一

級
　

渡
辺
昌
彦

柔
道
皿
鼠
級
　
　

遠
藤
食
司

剣
道
一
一
年
　
　
　

高
原
淳
子

〇
水
泳
競
技
大
会

（
６
月
1
6
日
）

・
男
子
総
合

第
三
位

・
女
子
総
合

第
六
位

一
個

人

の

部
一

一

．

砥`
１

百
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

松
浦
順
一

・
二
　

位

．一
百
ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ
松
浦
順

一

百
ｍ
平
泳

ぎ
　
　

安
藤
良
樹

．一
百
ｍ
平
泳
ぎ
　

安
藤
良
樹

千
五
百
ｍ
ｎ

由
形

遠
藤
勝
之

二
百
ｍ
背
泳
ぎ
　

渋
谷
美
奈

・
二

位

四
百
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

四
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
遠
藤
康
幸

四
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
大
友
陽
子

百
ｍ
背
泳
ぎ
　
　
　

渋
谷
美
奈

二
百
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
松
田
聖
子



《
県
北
地
区
中
体
連
大
会
）

Ｏ

総

合

体

育

大

会

｛

６

月

一（
一
・
2
4
日

）

・
三
位

軟
式
野
球
（
県
大
会
出
場

権
疲
得
）

〔

個

人

の

部

〕

・
三

位

柔
道
軽
量
級
　
　

徳
江
正
文

柔
道
中
軽
冓
縁
　

佐
藤
雄
介

柔
道
重
一

級
　
　

宍
戸
智
美

（
以
上
三
名
県
大
会
出
場
権
獲
得
）

Ｏ
水
泳
競
技
大
会
｛
６
月
2
9旦

・
六

位

百
ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ

松
浦
順
一

（
県
大
会
出
場
権
獲
得
）

《
福
鳥
県
中
体
連
大
会

》

○
陸
上
競
技
大
会
｛
７
月
？
・
８
日
｝

・
男
子
総
合

第
四
位

ｉ

人
の
邯
〕

・
二
　

位

二
年
百
ｍ
　
　
　

佐
膝
康
成

・
三

位

三
年
百
ｍ
　
　
　

渡

辺
智
徳

共
通
四
百
ｍ
　
　

古
川
智
之

（
以
上
Ξ
名
東
北
大
会
出
場
権
穫

得
）

・
五

位

共
通
八
百
ｍ
リ
レ
ー
　

ハ
鳥
、
大

沼
．
古
川
、
渡
辺
、
奥
山
．
佐
藤

・

七

位

共
通
八
百
ｍ
　
　

大
沼

哲
也

〇
総
合

体
育
大
会

（
７
月
2
7
・

一`
日
）

・
軟
式
野
球
　

ベ
ス
ト
エ
イ
ト

《
東
北
中
学
選
手
権
陸
上
競
技
大
会
）

青
森
市
（
８
月
９
・
ｍ

・
１１

憖

・
六

位

三
年
百
ｍ
　
　
　

渡
辺
智
徳

・
七

位

共
通
四
百
ｍ
　
　

古
川
智
之

《
全
国

通
償
陦
上
竸
技
大
会
徭
島
県
大

会
》
　

（
７
月
2
4
・
2
5
日
）

・
一
　

位

男
子
百
ｍ

渡
辺
智
徳
（
1
1秒
9
1一
）

・
二
　

位

男
子
二
百
ｍ
渡
辺
智
徳
（

一`
秒
6
6
）

（
二
種
目
と
も
標
準
記
録
を
突
破

全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得
）

・
七

位

男
子
三
種
競
技
　

古
川
智
之

男
子
八
百
ｍ
　
　

大
沼

哲
也

・
八

位

男
子
四
百
ｍ
　
　

古
川
智
之

（
全
国
中
学
選
手
権
陸
上
破
技
大
会

》

神
戸
市
（
８
月
1
8
・
1
9
・
2
0
日
）

・
串
決
勝
ま
で

進
出

男
子
百
ｍ
　
　
　

渡
辺
智
徳

男
子
二
百
ｍ
　
　

渡
辺
智
徳

《
碼
島
県
吹
奏
楽
コ

ン
ク

ー
ル
県
北
大

会
》
　

（
７
月
2
4日
）

・
金

賞

吹
奏
楽
部

（
県
大
会
出
場
権
獲
得
）

《
福
鳥
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
》

喜
多
方
市
（
８
月
５
日
）

・
鋼

賞

吹
奏
楽
都

シ
リ
ー
ズ

ふ
く
し
ま
国
体
県
民
運
動
に

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！

「
ふ
く
し
ま
国
体
県
民
連
動
の

め

ざ
す

も
の

」

○

ど
う
し
て
、
国

体
の
た

め
の

県
民
運
動
を
行
う
の
で
し

ょ
う
？

冬
・
夏
・
秋
の
三
季
に
わ
た
る

全
競
技
を
本
県
で
単
独
開
催
す
る

『
ふ
く
し
ま
国
体
』
は
、
半
世
紀

に
一
度
の
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
、

全
国
か
ら
約
五
万
人
の
選
手
・
役

員
等
の
皆
さ
ん
か
訪
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
方

々
を
あ

た
た
か
く
お
迎

え
し

、
こ
こ
ろ
を
込
め
て
お
も
て

な
し
す

る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て

も
県
民
の
皆

さ
ん
の
御
理
解
と
御

協
力
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
、
積

極
的
に
国
体
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
た
め
県
民
運
動
を
進

め
て

い
る
の
で
す

。
ま

た
、
そ
れ

は
同
時
に
ふ
く
し

ま
の
素
晴
ら
し

さ
を
全
国
に
紹
介
す

る
こ
と
、
そ

し
て
わ
た
し
た
ち
の

郷
土

『
ふ
く

し
ま
』
の
地

域
づ
く
り
で
も
あ
る

の
で
す

。

み
ん
な
の
力
で
ふ
く
し
ま

国
体

の
成
功
と

ｆ

つ
く
し
ま
、
ふ
く

し
ま

ご

の
実
現
を
め
ぎ
し
ま
し

○
ふ
く
し
ま
国
体

県
民
運
動

と
は
？

国
体
に
向
け

た
県
民
運
動
は
、

七
つ
の
テ

ー
マ
で
進

め
ら
れ
て

い

ま
す
。

○
ふ
く
し

ま
区
釉
呎
応
掴
を
し
よ

○
済
潔
で
花

い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
を

つ
く
ろ
う

○
ふ
く
し
ま
を
よ
く
知
り

、
紹
介

し
よ
う

○
親
切
と
ふ
れ
あ
い
の
輪

を
広
げ

よ
う

○
社
会
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

○
健
康
を
高

め
よ
う

○
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
も
う

○

国
体
県
民
運
動
参
加
へ
の

ス
テ

ッ

プ

○
ス
テ

ッ
プ

ー

『
ま
ず

は
、
国
体
に
関
心
を
も

ち
ま
し

ょ
う

』

・
ふ
く
し

ま
国
体
の
闘
催
意
義
に

つ
い
て

の
理
解
。

・
地
元
や
近
隣
市
町
村
で
開
催
さ

れ
る
競
技
内

容
（
競
技
種
目
。

ル

ー
ル
等
）
に
つ
い
て
の
理
解
。

○
ス
テ

ッ
プ
２

「
次
に
国
体
の
機

運
の
盛
り
上

げ
な
ど
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
」

・
貸
出
用
啓
発
資
材
等
を
利
用
し

た
、
文
化
祭
、
祭
り
．
職
楊
な
ど

で
の
岡
体
ｐ

Ｒ

・
県
民
運
動
推
進
大
会

へ
の
参
加

○
ス
テ

ッ
プ
３

『
そ
し
て

、
実
践
し
ま
し
ょ
う
』

・
各
地
で
既

に
実
践
さ
れ
て

い
る

運
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ

劈
河
川
ク
リ
ー
ン
ア

。
プ
作
戦

町
内
会

活
動

オ
ア

シ
ス
運
動

お
祭
り
、
地
区
運
動
会

公
民
館
活
助

・
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職
場

等
で
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か

し

た
運
動
を
展
開
し
ま

し
ょ
う

運
動
の
主
体
は
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
、
皆
さ
ん
の
ス
テ

ッ
プ
を

お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

国
体
県
民
運
助
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
町
企
両
商
工
課

ま

た
は
、

県
国
体
局
総
務
課
県
民
運
助
係

酋
酣
－
7
5
3
8

ま
で

お
顔

い
い
た
し
ま
す
．



フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の

研

修

生

を

受

け

入

れ

山
崎
工

業
団
地
の
巾
に

。
㈱
猪

俣
製

作
所
か
あ
り
ま
す
。

㈱
猪

俣
製

作
所

は
。
町
の
誘
致

企
業
で

あ
り
、
昭
和
六
十
年
に
本

社

が
あ

る
埼
玉

県
川
越
市
か
ら
、

国
見
町
大
字

山
崎
字
小
林
西
三
－

二
に

、
立
地
し

た
企
業
で
す
。

精
密
機
械
製
造
を
行
っ
て
お
り

現
在
、
従
業
員
は
二
十
数
名
で
す
。

㈱
猪
俣
製
作
所
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
も
進
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
フ
ィ

リ

ピ
ン
か
ら
、
二
人
の
研

修
生
か
、

製
造
技
術
を
身
に
つ
け
よ

う
と
訪

れ
て

い
ま
す
。

七
月
か
ら
今
年

い
っ
ぱ
い
の
半

年
間
、

㈱
猪
俣
製
作
所
で
研
修
を

行
う
の
は
、
エ

デ
ィ
ー
・
マ
ル
チ

ネ
ス
さ
ん

（
2
5歳
）
と
、
リ
ー
・

サ

ン
タ
マ
リ
ア
さ
ん
（
2
4歳
）
で

、

と
も

に
マ
ニ
ラ
近
郊
の
出
身
で
す

。

二
人

は
。
国
見
町
の
印
象
に
つ

い
て

、
「
美
し

い
町
」
と
語
る
。

ま

た
、

一
夜
、
体
育
館
な
ど
で
、

大
人
の
方

が
、
ス
ポ
ー
ツ
に
れ
し

ん
で

い
る
の
を
見
て
感
心
し
た
。

（
フ

ィ
リ

ピ
ン
に
は
な
い
光
景
な

の
で
）
」
と
語
っ
て
ぐ
れ
ま
し
た
。

来

日
以
来

、
］
。人
自
身
も
、
時

￥
夜
に
は
、
山
崎
耕
谷
家
庭

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
の
皆
さ
ん
に
交

し
り
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。

二
人
を
見
か
け
た
ら
、
親
切
に

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
・

研修生のりーさん(左)とエディーさん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

渡
辺

宏
之
さ
ん

んさ之宏辺渡

新
潟
の
大
学
を
卒
業
し
て

か
ら
。

国
見
町
に
戻
り
、
家
業
の

自
動
車

整
備
業
に
従
事
し
て

い
ま
す

。

現
在
、
国
見
町
柔
道

ク
ラ

ブ
の

副
会
長
と
し
て
活

躍
し
て

お
り
、

毎
週
火
曜
口
‥
と
金
曜
口

に
は
、
町

民
体
育
館
で
の
練
習

の
か
た
わ
ら
。

ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
柔
道

の
指
導

を
し
て

い
ま
す
。

少
年

た
ち

が
、
柔
道
を
通
し
て

小
、
中

、
高
校
と
着
実
に
成
長
し

て

い
く
の
か
、
楽
し
く
て
仕
様
か

な
い
様

子
。

技
術
的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、

精

神
的

に
も
少
年

た
ち
の
相
談
相

手
と
し
て
接
し
て

い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。

少
年
た
ち
の
思

い
出
づ
く
り
の

一
つ
に
な
れ

ば
と
、
柔
道
の
指
導

の
ほ
か
に
、
キ

ャ
ン
プ
や
サ
イ
ク

リ

ン
グ
な
ど
、

い
ろ
ん
な
企
画

を

し
て

い
ま
す
。。

ソ
フ
ト
な
声
と
柔
和
な
表
情
で

取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
渡
辺
宏
之

さ
ん
（
藤
田
字
一
丁
田
二
、
二
の

八
）
は
、
柔
道
は
初
段
、
趣
味
は

ド
ラ
イ

ブ
と

い
う
三
十
歳
の
独

身

で
す

。

十
月
に

町
勢
懇
談
会
を
実
施

町

民
の
皆
さ
ん
の
町
政
に
対
す

る
御
意
兒
、
御
要
望
を
広
く
取
り

入

れ
．
よ
り
一
層
、

『
活
力

あ
る

町

づ
く
り
』
．

「
快
適
で
住
み
よ

い
町

づ
く
り
に
を
積
極
的
に
推
進

す
る

た
め
、
今
年
も
町
政
懇
談
会

を
十
月
に
実
施

い
た
し
ま
す
．

東
北
電
力
よ
り

街
路
灯
が
寄
贈
さ
れ
る

八
月
十
九
日
、
東
北

電
力
株

式

会
社
福
島
営
業
所

（
斎
藤
恒

夫
所

長
）
か
’气

街
路
灯
（
二
十
ワ
1
7

卜
蛍
光
灯
）
三
灯
が
寄
贈

さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
う
っ
く
し
ま

ふ
く
し

ま
迷
動
の
一
環
と
し
て

、
快
適
で

や
す
ら
ぎ
と
う

る
お
い
の
あ
る
街

づ
く
り
に
役
立
て
て
く

だ
さ

い
と

贈
ら
れ
た
も
の
で
す

。

る一一一

豊かさは 住みよい環境 住まいから

10月1日「住宅統計調査」

10月１日、全岡一斉に“ 住宅の国勢調査“と1」いわれる住宅統計

調査が行われます。この調査は、“ 豊かな住生活 実̈現のための基

礎となるものです。剥食Ｕが９月23日から調査桑を持って闘査 をお

願いするお宅に伺います。ご協力をお願いします。

平成５年住宅統計調査

む闘い合わせは　 企両商工課商工振興係へ
(  85  ｰ 2 い 内線254 )



ふるさとの文化財
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8地 籍 図

菊 池 利 雄

地
篇
図
と
は
、
土
地
を

‐‐‐
筆

ご

と
に
測
最
し
て
大
縮
尺
に
描

い
た

地
図
の
こ
と
で
、
字
名
、
筆
界

、

地
番
、
地
目
な
ど
か
図
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
地
図
に
は
、
新

旧
の

二
種
か
あ
る
。

新
し

い
地
籍
図
は
、
昭
和
二
十

六
年
に
施
行
さ
れ
た

「
国
土
調
査

法
」
に
基
づ
く
地
籍
調
査
に
よ

っ

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
国

見
町

に
お

い
て
も
進
行
中
で
、
完

成
に
は
な
お
数
年
の
歳
月
か
必
要

と
さ

れ
る
か
、
こ
こ
で
取
り
上

げ

る
も
の
は
、
俗
に
役
場
の
地
図
と

か
公
図
と
よ
ぱ
れ
る
古

い
地
籍
図

に
つ

い
て
で
あ
る
。

明
治
新
政
府
は
、
財

政
基

盤
の

確
立
を
図
る
た

め
。
旧
幕
藩
体
制

時
代

に
お
け
る
主
要
な
財
源
で
あ

る
田
租
か
物
納

（
伊
達
郡
で
は
、

Ｅ

杉
領
時
代
よ
り

『
半
石
半
永
』

と
よ

ば
れ
、
米
と
銭
と
を
半
々
に

納

め
て

い
た
。
）
で
あ
り
、
米
価

か
市
況
の
変
動
に
よ

っ
て
、
歳

入

の
見
積
も
り
か
。
不
安
定
で
あ
る

の
を
是
正
し
よ
う
と
、
徴
税
の
方

式
を
改
革
す

る
「
地
租
改
止
」
を

実
施
に
移
す
こ
と
と
し
、
土
地
の

個
人
所
有
を
認
め
る
権
利

証
と
し

て
の
地
券
の
交
付
や
、
地
租

の
金

納
を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
売

買

や
譲
渡
の
禁
令
を
廃
止
し
た
。

こ
れ
に
備
え
て
。
明
治
六
年

か

ら
各
村
で
は
、
土
地
一
筆
ご
と
に

畝
杭
を
立
て
、
字
名
、
地
目
、
所

有
者
名
を
記
し
、
嗔
複
や
脱
落
か

無

い
よ
う
に
、
各
杭
に
番
号
を
付

け
な
が
ら
、
竿
を
立
て
間
縄
を
用

い
て

、
地
詰
め
に
測
最
を
行

い
、

十
字
法
や
三
斜

法
で

求
禎
し

、
平

地
部
で
は
。
一
間

を
一
分
と
す

る

六
百
分
の
一
の
「
字

限
図
」
と
、

索
引
を
兼
ね
た
村
全
図
で
あ
る
『
地

引
絵
図
』
が
っ
く
ら

れ
、
そ
れ
と

対
を
な
す

前
記
事
項
を
記
載
し

た

の
か

『
地
引

帳
』
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
図

面
や
帳
簿
は
、
測

量
に
携
わ
る
人
材
の
不
足
や
、
急

い
で

作
成
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、

土

地
の
実
態
と
符
号
し
な

い
箇
所

か
あ

り
た
り
、
山
林
原
野
部
の
調

査

か
不
充
分
な
こ
と
か
ら
、
そ
の

後
も
継
続
し
て
再
調
査
か
行
わ
れ
、

村

ご
と
に
ま

と
め
た
「
字
限
図
」

を
編
集
し

た
『
地
籍
図
』
、

「
地

籍

帳
」

。
道
路

。
水
路
の
幅
員
と

長

さ
等
を
記
し

た
『
丈
量
帳
』
か

作
成

さ
れ
、
明
治
二
十
二
年
の
新

村

へ
の
合
併
時
ま
で
に
、
作
業

を

完
了
し

て
い
る
。

『
地
籍

帳
』
は
、
明

治
二
十
二

年
よ

り

『
土

地
台
帳

』
と
改
め
ら

れ
、
こ

れ
ら
の
簿
冊

は
。
昭
和
こ

十
五
年

ま
で

、
土
地
所
有
の
確
認

と
地
租

徴
収
の
基
本
台
帳
と
し
て
、

市
町
村

役
場
に
備
え
ら
れ
、
現
存

し
て

お
り
、
『
地
引
絵
図

』
等
旧

村
の
簿
冊
類
は
、
区
有
文
霧
と
し

て
残

さ
れ
て

い
る
の
も
あ
る
。

「
地
引
絵
図
」
や

『
地
籍
図
』

は
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
似
て
。

道
は
赤
。
水
路
は
青
、
耕
地
は
皷

。

宅
地
は
桃
、
山
地
は
緑
色
等
に
彩

色
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
古
い
地

割
を
活
用
す
れ
ば
、
条
黽
制
、
城

郭
、
宿
場
集
落
の
復
元
等
、
歴
史

地
理
学
研
究
の
資
料
と
し
て
も
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。

な
お
、

「
丈
量
帳
‘
に
、
道
、

水
路
の
幅
員
か
、

１１
割
と
あ
る
の

は
六
尺
、
五
分
と
あ
る
の
は
そ
の

半
分
の
三
尺
で
あ
り
、
「
地
籍
同
」

を
読
む
う
え
で
の
参
考
に
し
て

い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

文
中
の
丈
量
単
位

は
「
尺
貫
法
」

に
よ

っ
た
。

旧村r 地籍図J の表既

文

化

団

体

紹
介

あ

し
　

た
　

ば

明
日

葉

の
会

八
月
末
の
蒸
し
暑

い
夜
で
し

た

が
、
高
橋
幸
子
先
生
（
藤
田
字

一

丁
田
二
、
一
の
四
）
の
自
宅

の
け

い
こ
場
か
ら
、
す
が
す
が
し

い
箏

の
音

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

『
明
口
葉
の
会

』
で

は
、
九
月

に
行
わ
れ
る
高
欄
社
中

の
合
同

舮

衣
会
に
出
演

す
る
た
め
、
練
習
を

行
っ
て
い
ま
し
た
’

明
日
葉
と
は
、
今
日
攜
ん
で
も

明
日
に
は
、
ま
た
新
し

い
葉

が
出

る
と
い
う
健
康
野
菜
で
す
。

『
ど
ん
な
こ
と
か
あ
っ
て
も
、

く
じ
け
な
い
ぞ
』
と
、
『
明

日
葉

の
会
』
が
発
足
し
て
。
八
年
に
な

り
ま
す
。

会

員
は
現
在
十
名
で
す
。
集
団

で
の
練
習
に
は

。
限
度
か
あ
る
の

で
、
普
段
は
、
会
員

が
先
生
の
も

と
に
通

り
て
、
個
人
練
習
を
行

り

て

お
り
。
会
か
近
く
な
る
と
曲
ご

と

に
ま
と
ま
っ
て
、
合
奏
練
習
を

行
う
形
を
と
っ
て
い
る
そ
う
で
す

。

『
現
在
は
、
な
匕
み
や
す

い
現

代
曲

が
中
心
で
す
か
。
古
典
の
勉

強
も
し
て
い
き
た
い
・

新
し

い
ホ

ー
ル
（
文
化

セ
ン
タ
ー
）

が
で
き

た
ら
、
良
い
演
奏
会
を
開
き
た

い
Ｊ

と
、
会
長
の
武
田
英
子
さ
ん
（
藤

田
字
一
丁
田
二

、
一
の
十
二
）
か
、

明
日
に
向
け

た
夢
を
語

っ
て
く
れ

ま
し

た
。

高樋先生の三味線に合わせ箏の練讐を行う



お
　

知
　

ら
　

せ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

十
月
九
日
(
土
)
・
十
(
日
)

「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

県
で

は
長
寿
社
会

県
民
憲
章
の

策
定

、
老
人
福
祉
法
施
行
三
十
周

年

を
記
念
し

、
『
シ
ル
バ
ー
フ
ェ

ス
テ

ィ
バ
ル
』
を
あ

づ
ま
総
合
運

動
公

園
で
開
催
し
ま
す
。

『
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
』
で
は
、

子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
楽
し

め
る
｛

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
大
会
｝

「
大
芋
煮
大
会
」
な

ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト

が
盛
り

だ
く

さ
ん
で
す
の

で

、
ご
家
族
そ
ろ

り
て
お
で
か
け

く

だ
さ
い
・

▼
日
時

・
十
月
九
日
～
十
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

（
十
日
は
、
午
後
三
時
ま
で
）

▼
場
所

・
あ

づ
ま
総
合

運
動
公
園
内

総
合

体
育
館
・
多
目
的

運
動
広
場

▼

主
催
　
福
鳥
県

▼

イ
ベ
ン
ト
内
容

・

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
大
会

こ

Ｉ
ユ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験
・
交

流昔

あ
そ

び
の
伝
承
・
体
験

大
芋

煮
大
会

市
町
村
・
農
協

物
産
展

キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ

ー
－

長
寿
社
会
県
民
の
集

い
（
十
月

九
日
の
み
午
前
十
時
～
十
二
時

県
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、

長
寿
社
会
県
民
憲
章
の
公
表
、

記
念

講
演
）

■

問
い
合
わ
せ

・

県
高
齢
福

祉
課

一

如
7
1
6
5

ご
相
談
く
だ
さ
い

全
国

一
斉

司
法
力
士
無
料
法
律
相
談

（
登
記
・
供
託
・
訴
絵
書
頚
の
作
成
等
）

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で
す
・

福
島
県
司
法
書
十
会
で
は
、
登
記

や
供
託
の
手
続
き
、
訴
訟
耆
類

の

作
成
な

ど
に
つ

い
て
の
無
料
法
律

相
談
会
を
行

い
ま
す
。

▼

相
談
内
容

不
動
産
の
相
続
・
売
買
・
保
存

な

ど
の

登
記
、
会
社
の
設
立
・
役

員
変
更
・
増
資
な
ど
の
登
記
．

借

地
借
家
法
に
基

づ
く
手
続
き
・
供

託
の
手
続
き
・
家
事
審
判
手
続
き

訴
訟
書
類
の
作
成
な
ど

相
談
は
、
個
別
に
う
か
が
い
、

相
談
内
容
は
す
べ
て
秘

密
に
い

た
し
ま
す
。

▼
相
談
日
時

・
十
月
五
日
淘

午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

▼
相
談
会
場

・
会
場
名
　

中
合

デ
パ
ー
ト
（
福

島
市
）

七
階
催
事
場
奥

▼
相
破
員

・
福
島

県
司
法
書
士
会
会
員

■
問
い
合
わ
せ

・
福
島

県
司
法
書
士
会

Ｓ
叫
7
5
0
2

募
集
し

ま
す

福
島
大
学

社
会
人
特
別
選
抜
学
生

平
成
六
年
度
福
鳥
大

学
行
政
社

会
学
郁
及

び
経
済
学
部

『
夜
間
主

コ
ー
ス
』
社
会
人
特
別
選
抜
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

・
行
政
社
会

学
部
夜
間

主
コ

ー
ス

行
政
学
科
…
…
…
一
一
十
人

応
用
社
会
学
科
‐：
　
十

人

・
経
済
学
部
夜
間
主
コ

ー
ス

経
済
、
経
営
学
科
二

二
十
人

▼
出
願
梗
件

次
の

い
ず
れ
か
に
該
当

し
、

合
格
し
た
場
合
入
学
す
る
こ

と

を
確
約
で
き
る
者
。

山
大
学
入
学
資
絡
を
有
し

、
平

成
六
年
三
月
三
十
一
日
現
在
、

年
齢
満
二
十
三
歳
に
達
し
。
五

乍
以
上
の
杜
会
人
と
し
て

の
経

験
を
有
す
る
者

叨
前
記
山
以
外
の
者
で

、
現
に

就
業
し
、
入
学
後
も
就
業
を
続

け
る
意
志
を
も
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者

①
平
成
五
年
二
月
以
前
に
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
者

、
ま

た
は
．
通
常
の
課
程
に
よ
る

卜
二
年
の
学
校
教
育
を
修
了

し

た
者

②
平
成
六
年
一
．一
月
に
高
等
学

校
の
定
時
制
ま
た
は
通
信
制

課
徑
を
卒
業
見
込
み
の
者

③
大
学
入
学
資
格
検
定
の
合

格
者

Ⅲ
、
翻

い
ず
れ
の
場
合

も
主

婦
を
含
む
。

定
時
制
、
通
信
制
、
夜
間
の

学
校
以
外
の
在
学
期
間
は
、

社
会
人
の
経
験
期
間
に
含
め

な

い
。

▼
出
願
期
間

・
罕
成
五
年
九
月
三
十
日
困
～

十

月
六
日
困

▼
賦

験
科
目

・
小
鵬
文
及

び
面
接

大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は

免
除

▼
試

験
日

・
平
成
五
年
十
月
二
十
口
困

▼
試
験
場
所

・
福
島
大
学

■

募
集
要
項
請

求
先

福
島
大

学
学
生
部
入
学
主
幹
付

入

学
試

験
係

〒
9
6
0
1
1
2

福
島
市
松
川

町
浅
川
字
直
道
二

魯
關
5
1
5
1
　

内
線
2
2
6
6

事業主のみなさん

労働保険の加入はおすみですか

１０月１日～１０月３１日は

『 労働 保険適 用促進 月間』 です。

手続きがおすみでない事業主り方は最寄り

の労働基準監督署・公共職業安定所におたず

ねください。



心
が
け
ま
し
ょ
う

西
分
署
だ
よ
り

”
災

害

弱

者

を

火
災
か
ら
救
お
う
！

火
災

が
兇
生
す

る
と
、
悲
し
い

ニ
ュ
ー
ス
の
巾
に
、
『
災
害
弱
者
‘

と
呼

ば
れ
る
．
お
年
寄
り
や
乳
幼

児

な
ど
が
犠

牲
に
な

っ
た
報
道
を

た
び
た
び
見

受
け
ま
す
．

高
齢
者

、
乳
幼
児
、
身
体
の
不

自
由
な
障
害
者
、
さ
ら
に
．
最
近

増
え
て

い
る
外
国
人
労
働
者
な
ど

は
、
生
活
し

て
い
く
う
え
で
、
様

々
な
（

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

が
あ
り

ま
す
．

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
常
日

頃
、
火
災
を
出
さ
な
い
た
め
に
、

そ
し
て

．
万
一
出
火
し

た
と
き
の

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
点
に
心
が

け
る
こ
と
か
大
切
で
す
。

一
、
早
期
発
見
、
初
期
消
火
対
策

に
、
住
宅
用
の

『
警
報
器

』
や

「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
」
を

備
え

つ
け
る
。

二
、
カ

ー
テ
ン
、

ジ
ュ
ー
タ
ン
な

ど
は
、
防
炎
性
能
の
物
に
す

る
。

三
、

お
年
寄
り
は
。
一
隅
な
ど
の

避
難
し
や
す

い
部
屋
で
寝
る
よ

う
に
す
る
。

寝

た
ば
こ
を
し
な
い
。

四
。
マ
ッ
チ
や
ラ

イ
タ
ー
を
子
供

の
手
の
届
く
所
に
筐
か
な
い
。

五
、
小
さ
な
子
供
だ
け
で
留
守
番

を
さ
せ
な

い
。
ま
た
。
子
供
に

は
火
遊

び
を
さ
せ
な
い
。

六
、
干
渉
と
気
配
り
は
別
で
す
。

近
所
に

］
人
暮
ら
し
の
老
人
や

外
国
人
か

い
た
ら
、
い
つ
で
も

協
力
す
る
心
構
え
を
持
つ
。

こ
の
よ
う
に
、
地
城
社
会
の
『
災

害
弱
者
』
に
対
す
る
日
頃
の
取
り

組
み
か
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

周
囲
の
人
は
、
暖
か
く
手
を
差

し
の

べ
、
災
害
か
ら
命
を
守
っ
て

あ

げ
ま
し
ょ
う
・

火
災
と
救
急
は
1
1
9

へ

定
期
点
検
は

車
の
愛
情
チ
ェ
ッ
ク
で
す

皆

さ
ん
。
交
通

ル
ー
ル
を
し

り

か
り
守

っ
て
、

い
つ
も
安
全
運
転

を
こ
こ
ろ
か
け
て

い
ま
す
か
。
点

検
整

備
は
定
期
的

に
し
て

い
ま
す

か
。ド

ラ
イ

バ
ー
に
と

っ
て
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
る

の
か
大
切
な
よ
う

に
。
ク
ル
マ
に
と
っ
て
定
期
的
な

点
検
整
備

は
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

小
さ
な
ト
ラ

ブ
ル
が
、
思
わ
ぬ

事
故
を
招
い
て

し
ま
う
こ

と
だ
っ

て
あ
る
の
で
す

。

だ
か
ら
ク

ル
マ
に
も

、
愛
情
を

持
っ
て
接
す
る
の
か
大
切
。

快
適
で
安
全
な

ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
む
た
め
に
、
き
ち
ん
と
点
検
を

し
ま
し

ょ
う

ね
。

「
定
期
点
検
整
備
促
進
運
動
」

の
実
施

期
間

平
成
五
年
九
月
一
日
～
十
月
三

十
一
日

■

問
い
合
わ
せ

・
福
島
陸
運
支
局
整
備
課

雲
湘
0
3
4
5

戸 籍 の 窓 口
〔８月受付分〕

出生おめでとうございま す

子の 名　保護者　　町内会

瓏 樹(み ず き)菅野 芳永 大町 北
友 也(と もや)鈴木 耕治 川　 内
奈津美(な つみ)赤坂 政睛 内 谷 西
竜 洋(たつひろ)松浦 淳一 並　 柳
奨( し ょう)斎碑 幸雄 第　 三
髴( れ　 い)高鳴 岩男　貝　 田

舜( し ●ん)阿郎 里久 貝　 田
彩 乃(あ や の)膝田 一則 石母田東
尚 宏(たかひろ)筏膝 富藏 石母田原

結婚おめで とうございます

氏　　名
佐 藤 稗 輝
鈴 木 曾恵子
森 木 庄 司
後 藤 幸 枝

町内会

石毋田東

嶌 鳥 市

小　 坡

小　 坂

おくやみ申しあげます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

市 山　きくよ　　78　　 大 町 北

横 山 ア　キ　　61　　 第　 九

志 村 良 七　　85　　 大 木 戸

斎 藤 ム　ラ　　72　　 第　 七

鈴 木　　 キ　　 卯　　 川　 内

険 藤 一 男　　65　　 泉 田 上

斎 藤　ト　モ　　 フ6　　 辨　 谷

野 田　ミ　エ　　57　　 並　 柳

牧 肝　-･ 郎　　79　　 駅　 前

佐 藤 庄 二　　67　　 宮　 柬

平 舘　　 緘　　80　　 大 町 北

岡 崎 長 平　　67　　 大 町 南

人 口 と 世 帯
９月１日現在(前月比)８月中のうごき

人
　
　

口

男5  , 742人(  十 9 )

女6.1 人 （－ １〉

計11.  7 人 （＋8 ）

世帯数3  , 032戸(  十 2 )

転 入22 人

転 出　11人

出　生　９人

死 亡　12人

９月 長月（ながつき）

匐日（月）助物嚢 製 週 剛~SI ）

2HI（火）秋の全国交i安全運艶｛～lll

XIﾖ （木）秋分剛∃

I剖ｌ｛金1結該干防 ｰ  興 ﾄ  田

●魂蘗生溷尚 ・

10月 神簫月（ かんな づき）

ｌｌ( 童) 共 同 金麗勧C~膨 3  いﾖ)

健  巖  第

10F(l) 体育の11

日の壹灑ﾃﾞｰ ．

叩 Ⅲ 全国防１麗誦(~加回)

心配ごと相談日
場所 ： 役場 二 階 柤 破 室 （柬Ｓ入口からお入り７さい）

時 間 ： ９時 ～12 時

こまったことや、相破ごとがあり ましたら、

お気軽にご 相談下 さい。秘密は絶対 に守ります。

( 相談員)

９月24 日 (金）村上 金正・佐久間モト

10月５日（火）梭沢　iE ・渋谷 愛子

10月 日 (金）松浦 輝夫・後藤　アヤ

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

85  ｰ  26

F A X

8 5 ｰ 2 7 0

ア
サ
ガ
オ
観
賞
会

～
阿
津
賀
志
学
級
～

阿
津
賀
志
学
級
で
は
今
年
度
も

高
齢
者
の
生
き
か
い
と
健
康
づ
く

り
推
進
事
業
の

］
環
と
し
て

．
学

級
生
の
体
験
学
習
を
と
お
し
て

環

境
美
化
に
努

め
、
情
操

を
養
う

と

い
う
ね
ら

い
で
．
ア

サ
ガ
オ
の
一

人
一
鉢
運
動
に
取
り
組
ん
で

参
り

ま
し
た
が
、
そ
の
成
果

を
披

露
し

合
う
観
賞
会

が
去
る
八
月
二

十
日
．

町
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
．

当
日
は
、
町
園
芸
愛
好
会
会

長

秦

三

郎
様

の
懇

切
な

指
導

を

い

た
だ
き
な

が
ら
、
天
候
不
順

の
中

丹
精
込
め
て
育
て
上
げ
た
多
数
の

鉢
か
展
示
さ
れ
、
会

場
内

に
は
早

朝
よ
り
約
百
円
卜
名
の
学
級

生
か

訪
れ
盛
会
で
し
た
。

そ
し
て
、
白
、
紅
、
賚
、
紫

な

ど
色
鮮
か

に
咲
き
誇
っ
た
ア

サ
ヴ

ォ
の
花
を
熱

心
に
見
比
べ
な
が
ら
。

そ
の
見
事

な
出
来
栄
え
に
感
心
し

合

い
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
い
し

ふ
ぶ
し

た
。

な
お
、
優
秀
作
品
と
し
て

金
賞
、

銀
賞
そ
れ

ぞ
れ
十
点
ず
っ
か

選
ば

れ
、
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

見事に咲い たアサガオに見入る学畷生

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

キ
ャ
ン
プ
研
修

少
年
仲
問
づ
く
り
教
室
の
キ

ャ

ン
プ
研
修
は
八
月
三
日
か

ら
五
口

ま
で
、
宮
城
県
白
石
市
・
国
立
南

蔵
王
青
少
年
野
営
場
で
行

わ
れ
ま

し
た
。

仲
間
づ
く
り
教
室
は
小
学
校

の

四
年
生
以
上
を
対
象
に
、
学
校
や

学
年
を
超
え
た
仲
間
づ
く
り
を
し

な

が
ら
児
童
の
健
全
育
成
を
日

指

す
の
か
目
的
で
、
今
年
は
三
十
七

人

が
参
加
し
ま
し
た
。

公
民
館
前
を

バ
ス
で
出
発
、
野

営
場
に
到
着
す

る
と
、
？
速
テ
ン

ト

設
賞

を
開
始
。
初
日
は
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
な

ど
の
炊
飯
活
動
、
二
日

日

は
近
く

の

一
水
芭
蕉
の
森
い
へ

の
（

イ
キ

ン
グ
や
ス
イ
カ
割
り
。

麦
ワ
ラ
を
使

っ
た
虫
か

ご
作
り
な

ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。
夜
は
キ
ャ

ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ヤ

ー
や
ゲ
ー
ム
を

行

い
、
支
休
み
の
楽
し

い
思
い
川

を
つ
く
り
ま
し
た
。

一
’一
日
間
に
わ
た
り
阿
津
賀
志

学

級
生
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き

、

テ
ン
ト
設
営
や
火
お
こ
し

な
ど
キ

ャ
ン
プ
生
活
今
般
に
わ
た
っ
て
協

力
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
’

楽しい思い出のキャンプ碩條

若
さ
を
保
つ

健
康
体
操

阿
津
賀
志
学
級
で

は
八
月
二
十

日
の
ア

サ
ガ
オ
観
賞
会
後
、
講
堂

に
お

い
て
簡
単

に
で
き

る
健
康
体

操
を
行
い
ま
し

た
。

前
福
島
市
社
会
教
育
指
導
員
の

佐
藤

キ
イ
先
生
の
用
意

さ
れ
た
貴

重
な
資
料
を
も
と

に
、
具
体
的
に

き
め
細
や
か
な
指
導
の
も

と
、
手

足
を
中
心
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
、

爽
快
な
気
分
に
な
り
ま
し

た
。

な
お
。
光
生
は
、
健
康
な
体
づ
く

り
の
た
め
に
次
の
よ
う

な
こ
と
を

強
調
さ
れ
ま
し

た
。。

―
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
。

２

、
大
脳
を
刺
激
し
て
頭
の
回
転

を
よ
く
し

、
快
適
な
毎
日
を
過

ご
す

。

○
体
の
す
じ
を
伸
ば
す
。

０
自

分
の
手
で
、
自
分
の
体
を

た
た
く
。

○
手
足
の
指
を
曲
げ
伸
ば
し
す

る
。

○
耳
を
も
む
。

○
後
頭
郎
を
も
む
。

３

。
無
理
の
な

い
よ
う
毎
日
続

け

て
体
を
動
か
す
。

更

に
毎
日
心
か
け
る
こ
と
と
し

て
、
九
項
日

に
わ

た
っ
て
指
導

さ

れ
、
生
活
か
ら
四
っ
の
敵
（
病
、

貧
困
、
孤
独
．
無
為
）
を
追

い
払

う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
付
・．召
さ

れ
ま
し
た
が
、
学
級

生
は
う
な
ず

き

な
が
ら
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し

た
．

｀
’
回
学
習
し
た
．

い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
簡
叭
に
で
き
る
健

康
体

繰
を
私
た
ち
の
生
活
に
活
か
し
て

、

健
や
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
か
で

き

れ
ば
幸

い
と
思

い
ま
す
．

簡単にできる鰉瘴体掾

子どもまつりのお知らせ
公民館ではけド記のとおり子どもまつりを行い

ます。午後のひとときを公民鯨で楽しんでみませ

んか。皆さんのおいでをお待ちします。
記

と　き　10月２Ｈ（土）13: 30 ～16 : 00

ところ　岡見町公民館

対　象　幼児～小学生

内　容 ①白バイ．パトカーによる交通教室

② 人形劇とゲーム



藤
田
ス
ポ
少
が
優
勝

公
民
館
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

連
合
会
主
催
の

『
第
十
回
町

ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
』

は
八
月
一
。
卜
二
日
、
徳
江

運
動
広

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
と
親

ぼ
く
を
深

め
る
こ

と
を

月
的
に
開
か
れ
て

い
る
も
の
で

。

大
会

に
は
五
チ

ー
ム
か
参
加
し

ま

し
た
。

参
加
し

た
選
手
の
皆
さ
ん

は
お

父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
の
声
扱
を
受

け
な
が
ら

、
精

い
っ
ぱ
い
プ

レ
ー

し
、
各
試
合
と
も
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し

た
。

成
紋

は
次

の
通
り
で
す
。

優
　
勝
　

藤
田

準
優
勝
　

森
江

野
Ａ

第
三
位
　

大
木

戸
Ａ

、
森
江
野
Ｂ

水
墨
画
教
室
を
開
講

平
成
三
年
、
桧
画
教
室
を
開
講

し
て
・

そ
の
後
桧
画
ク
ラ
ブ
を
結

成
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
．

水
墨
画
を
や
り
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
り
、

．
般
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
そ
の
よ
う
な
人
が
い
る
こ
と
を

き
い
て
お
り
ま
し
た
．

た
ま
た
ま
六
月
の
県
展
の
オ
ー

プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
に
参
列
し
て
中

井
恒
峯
先
生
に
お
会

い
し
た
時
、

水
墨
画
の
指
導
を
お
願

い
し

ま
し

た
と
こ
ろ

、
ご
快
諾
を

い
た
だ
き

ま
し

た
。
先
生
は
若

い
こ
ろ
は
、

ア

マ
チ

ュ
ア
と
し
て
。
多
才
な
活

動
を
さ
れ
て
現
在
は
県
下
の
画
壇

の
重
鎮
と
し
て
多
方
而
で
活
躍
さ

れ
て

お
ら

れ
ま
す
。

八
月
二
十

一
日
、
夜
七
時
半
に

開
講
し
ま
し

た
か
、
会
場
か
あ
ふ

れ
る
ば
か

り
の
参
加
者
で
し
た
・

定

員
三
十
名
で
募
集
し
て
、
た
ち

ま
ち
満
席

と
な
り
。
途
中
キ

ャ
ン

セ
ル
も

予
想
し
て
三
十
五
名
で
打

切
り
ま
し
た
か
。
ほ
と

ん
ど
キ
ャ

ン
セ
ル
も
欠
席
も
あ
り
ま
せ

ん
で

し
た
。

水
墨
画
の
基
本
的
技
法
の
円
君

子
と
い
わ
れ
る
『
竹
、
ら
ん
、
梅
、

菊

』
の
う
ち
初
口
は
竹
の
描
き
方

を
教
え
て
も
ら

い
、
早
速
色
紙
を

渡

さ
れ
て
み

ん
な

び
っ
く

り
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
片

っ
ぱ
し
か
ら
手

描
き
の
落
か

ん
を
入

れ
て
ひ
と
り

ひ

と
り
色
紙

を
完

成
し

、
額

に
入

れ
て
も

ら
っ
て

生
徒
さ
ん
は
自
分

の
作
品

に
思

わ
ず
見
と
れ
て

い
る

よ

う
で

、
終

っ
て

み

れ

ば
閉

館

間

ぎ
わ
と
な

り
、
急
い
で

公
民
館

を
出

る
始
末
で
し

た
。

二

回
口
の

二
十
八
日
も
、
先

生

手
づ
く
り
の
落

か
ん
を

み
ん
な
に

渡
さ
れ
て
ま

た
び
っ
く

り
、

「
ら

ん
」
を
練
習
し
て
額

に
入

れ
。
み

ん
な
本
当
に
満

足
そ
う
で
し
た
。

こ

の
よ
う

に
し
て

五
回
目
の
閉

講
ま
で

、
充

実
し

た
学
習
を
禎
み

重
ね
て

立
派

な
作

品
か

沢
山
で
き

る
で
し

ょ
う

。
今
年
は
文
化
祭
か

と
り
や
め
と

な
り
兇
表
の
機
会

が

な
く
、
ほ
ん
と
う
に
残
念
で
す

。

今
後
は
ク
ラ

ブ
活
動

と
し
て
発

展
し
、
さ
ら
に
精

進
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す

。

水墨面教室

寄
　

贈

あ
り

が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
雑
　

巾

山
崎
東
畏

寿
会
様

○
雑
　
巾

老
人
ク
ラ

ブ
婦
人
郎
様

《
図
　

晝
〉

Ｏ
「
国
宝
」

（
全
十
五
巻
）

藤
田
宇
町
尻
　

藤
田
勝
衛
様

○
「
お
天
気
日
本
史
」
ほ
か
多
数

山
崎
字
小
舘
脇
　

古
田
キ
ョ
様

行　　事　　の　　お　　知　　ら　　せ

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事 �月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　　 事

９ �16�

木 �・子ども移動図書館（大技小） �

９ �27�

月 �・成人学級（健康づくり）

�17�金 �・謡曲教室 ��28�火 �・阿津賀志幸級（ふるさとの民話）

�18�土 �
・少年仲問づくり教室 ��29�水 �・女性教室研修旅行（山形県）

���・水墨画教室 �10�
５ �火 �

・阿津賀志学級グループ学習（書道）

�19�日 �・ゴルフ教室 ����・子ども移動図書館（森江野小）

�20�月 �・町長杯ゲートボール大会 ��６�水 �・ 女性教室グループ活動（ ジヤディス）

�21�火 �
・子ども移助図書館（小坂小） ��７�木 �・子ども移動図さ館（藤田yjヽ 1年）

���・女性教室グループ活動（袋もの） ��10�日 �・世代間交流運動会

�22�水 �
・阿津賀志学級（交通安全教室ほか） ��13�水 �・子ども移助図 書館（藤田小２年）

���・女性教室グループ活動（ジヤデイス） �
�14�木 �

一子どt,移助図 書館（ 大枝小）

�24�金 �
・謡曲教室 ����・女性教室グループ活助（袋もの）

���・子育て教室 ��15�金 �・阿津賀志掌級（旧館とのお別れ会）

�25�土 �・水墨画教室 �

備　　 考
�26�日 �

・国見町、桑折町青少年剣道大会

���・ゴルフ教室



大
勢
の
見
物
客
で

に

ぎ

わ

っ

た

納
涼
花
火
大
会

八
月
二
日
。
観

月
台
公
園
に
お

い
て
、
恒
例
の
花
火
大
会

か
行
わ

れ
ま
し
た
。

八
月
に
入

っ
て
も

、
梅
雨

が
明

け
な
い
夜
空
に
、
胸

が
す
く
色
鮮

や
か

な
花
火

（
二
千
二
百
発
）

が

打
ち
上

げ
ら
れ
、
町
内
外
か
ら
訪

れ
た
大
勢

の
見
物
客

は
、
夏
の
夜

の
祭
典
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま

た
。
水
中
花
火
か
沼
の
中
で

さ
ぐ
裂
す
る
と
、
完
成
間
近
の
文

化
セ

ン
タ
ー
の
シ
ル
エ

″
卜
か
、

や
み
の
中
に
姿
を
現
し
、
幻

想
的

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

見
物
客
た
ち
の
「
ワ
ー
」
と
い

う
歓
声
は
、
花
火

の
打
ち
上

げ
が

終
わ
る
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。

古
田
ス
　
ゲ
さ
ん

吉
田
千
代
子
さ
ん

に
感
謝
状

べ
月

．
．
日
、
町
艮
宰
に
お

い
て
、

保
護
司

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
古

田

ス

ゲ
（
森
山
字
舘
西
八
）
さ
λ
と
、

占
田
千
代
7‐
｛
石
母
田
字
築
山
二
｝

さ
ん
に
、
退
任
さ
れ
る
に
当
た
り
、

法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状

の
伝
達

と
．
町
長
か
ら
の
感
謝
状

と
記
念

品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

二
人
は
と
も
に
、
昭
和
六
十
年

十

。一
月
か
ら
匕
年
余
の
間
、
法
務

大
臣
の
委
嘱
を
う
け
て
、
地
域
社

会
の
浄
化
、
犯
罪
者
の
保
護
更
生

に
力
を
注

い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

長

い
間
、
本
当
に
御
苦
労
様
で

し

た
。

熟
気
を
帯
び
た

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

商
工
会
青

年
鵲

（
穂
苅
榮
治
部

長
）
主
催
に
よ

る
第
六

回
サ

マ
ー

フ
・｛

ス
テ

ｆ
バ
ル
が
、

八
月
七
日
、

町
中

心
部
の
商

店
街
を
歩
行
者
大

国

に
し
て
鬨
催

さ
れ
ま
し

た
．

お
母

さ
ん

に
手
を
引
か
れ
た
幼

児

や
で
夏
休
み
中

の
小
中
学
生
か
、

餅
っ
き
大
会
、
宝
探
し

ゲ
ー
ム
．

ア

ニ
メ
ビ
デ
オ
シ

ー
ー
、
輪

ゴ
ム

ゲ
ー
ム
．

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、
Ｐ
Ｋ

ゲ
ー
ム
、
倫
投
げ
、
宝
落
と
し
、

水
金

ヨ
ー
ヨ

ー
な
ど
の
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
、
会
場
中
央
に
設

け

ら
れ
た
特
設
や
ぐ
ら
を
囲
み
、

盆
踊

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

盆
踊
り
は
、
子
供
と
大
人
に
分

け
て
行
わ
れ
、
ゆ
か
た
姿
の
人
や
、

思

い
思

い
に
仮
装
し
た
人
。
会
社

ぐ
る
み
で
参
加
す
る
ん
な
ど
、
大

勢
の
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。夜

遅
く
ま
で
、
紡
れ
る
人
は
途

絶
え
る
こ
と
な
く
。
フ
ェ
ス
テ

ダ
バ

几
は
、
熱
気
を
帯
ぴ
て
ぃ
ま
し
二

ふ
く
し
ま
ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア

町
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

今
年
で
三
同
目
の
閧
催
と
な
る

ふ
く
し
ま

ビ
．
グ
フ

ヱ
ア

か
、
福

鳥
市
の
福
島
竸
馬
場
で

開
催
さ
れ

ま
し
た
．

八
月
一
．十
日
か
ら
八
月
ニ
ト
ニ

凵
ま
で
の
三
日
間
開
催
さ
れ
た
屬

ふ
く
し
ま

ピ

″
ク
フ

ェ
ア
に
は
、

県
内

九
十
市
町
村
自
慢
の
特
産
品

か
勢

ぞ
ろ

い
し
、
展
示
．
即
売
さ

れ
ま
し

た
．

ま

た
、
ゲ

ー
ム
コ

ー
ナ
ー
や
縁

日
コ

ー
ナ

ー
も
設
け
ら
れ
、
残
り

少
な

い
夏
休
み
を
楽
し
む
家
族
連

れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
．

当
町
で
は
．
二

″
卜
裂
品
、
桃

、

凍
も
ち
、
桑
の
実

ジ
ャ
ム
．
ず
ん

だ
福
餅
な
ど
を
出
品
す
る
と
と
も

に
、
入
場
者
に
、
観

光
パ
ン
フ

レ

ノ
ト

、
産
品

パ
ン
フ
レ

”
卜
な
ど

を
配
布
し
、
精
力
的
に
国
見
町
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
．

編
集
日
記

〇
遅

い
梅
雨
明
け
、
冷
夏
、
そ
し

て
週
末
に
な
る
と
判
で
押
し

た
よ

う
に
や
コ

ヽ
く

る
台
風
、

い
っ
ま

で
続

く
の
か
異

常
気
象
。

一
説
に
よ

る
と
『
エ
ル

ニ
ー
ニ

ョ
現
象
』
の
彫
響

に
よ
る
も
の
と

か
、
高
気
圧
の
発
生
す

る
位
置
か

い
っ
も
の
年
よ

り
も

、
日
本
か
ら

遠
ざ
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
天
候
異

変
。滅

入

’。
た
気
持
ち

を
吹
き
と

ば

す
よ
う
な
秋
哨

れ
を
望
み

た
い
、

発
行
・
編
集

同
見
町
総
栲
涙

福
島
県
伊
禮
郡
国
兄
町
人
字
蘰
Ⅲ
字

．ｒ

川
．
．２
の
１

″’九
六
乢
－

．
匕
　

酋

う
Ｊ
。一
四
五
｝
八
ｈ
－

．
…

‐．

’代
表
’

水面を彩る水中花火

Ｘ 永町長より思謝状が贈られる

1宝蔦とし| ゲームに興じる子哄たち

ピックフェアで国見町の特産品をＰＲ

わ
だ
い
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